
教科に関する調査

Ⅱ 国語の問題と
調査結果・分析等

１ 「設問のねらいと評価」について

◎ 「大問・領域」には「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」〔伝統的な言語

文化と国語の特質に関する事項〕の３領域１事項を、「設問のねらい」には小問ごとの

設問のねらいを、「評価」の項目には、「国語への関心･意欲･態度」「話す・聞く能力」「書

く能力」「読む能力」「言語についての知識・理解・技能」の４観点に該当するものを○

印で示した。 

２ 「調査結果の概要と分析」について

◎ 調査結果の概要と分析については、「全体（教科全般）」「領域別（領域や内容別）」「継

続して見られる課題」を示した。 

（◇：良好な結果が見られた点 ◆：課題が見られた点 ○：指導のポイント）

３ 「領域別調査結果の考察と指導のポイント」について

◎ 大問ごとに設問・正答・結果・誤答例等について左ページに、その考察（分析・指導

のポイント）について右ページ以降に記した。 

※ 分析等では、小数第２位を四捨五入した調査結果を用いている。 

（※誤答例は、抽出児童の主な誤答について頻度の高いもの） 

分析ページの構成と見方について 
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おわり 中２ 中１ はじ

め

① 段落ごとに小見出しを

付け，表にまとめる。

冬 夏

② 内容をカードにして並べ，観点ごと

に分類する。

③ 書かれている内容の関係を絵や

図にする。

文章の構成や段

落相互の関係が

整理できるな。

「夏」と「冬」の

ちがいが、はっき

りわかるなぁ。

例）夏と冬の森林のはたらきをま
とめ，特徴を明確にする。

例）森林は生きものであることを

図にする。

根 ミミズ

あり
カビ

土

【森 林＝生きもの】

木

草

水

図にすると，
文章の内容がよ
くわかるし，説
明するときにも
使えるなぁ。

「カード」に書く
には、短い言葉で
抜き出すとよい
です！！

例）森林の特ちょうが
わかるようにまと
める。
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       ※ぼうグラフにしてのせる。

 ①読書をしていない人が二人。   ④二十一分以上三十分以下が十人でいちばん多い。

 ②一分以上十分以下が一人。    ⑤五十一分以上六十分以下が四人。

 ③十一分以上二十分以下が四人。  ⑥六十一分以上が三人。

クラスのよい点と問題点が見えてきた。

 ①よい点・・・⑤・⑥から，一日に五十一分以上という読書量の多い人が七人もいること。

 ②問題点・・・

高学年になった今こそ，読書量を増やしたほうがよいと思うので，その方法

を考えたい。

①方法その一・・・特に読みたい本がない人は，司書さんに相談して本をさがすとよい。

 ②方法その二・・・ イ

ア 

課題から考えたこと

今後の取り組み

調べた結果
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